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ュタイン OC 94 
 
「今、それが私たちが関係している因果関係でなければ、心の活動は私たちの前にあります。ヴィトゲンシュタイ
ン 「青い書」 p6 (1933年) 
 
「ナンセンス、ナンセンス、あなたは単に記述するのではなく、仮定をしているからです。ここでの説明に頭が悩
まされているのなら、最も重要な事実を思い出すことを怠っているのです。ヴィトゲンシュタイン Z 220 
 
「哲学は単に私たちの前にすべてを置き、何も説明も推測もしていません。すべての新しい発見や発明の前に可能
な事に「哲学」という名前を付けるかもしれません。ヴィトゲンシュタイン PI 126 
 
「私たちが提供しているのは、好奇心ではなく、人間の自然史に関する本当の発言です。しかし、誰も疑っていな







































































な状態- システム1の真実とUA1を含む私たちの認識と記憶と反射的な行為 - 機関1の理解 - そして感情1 - そのような喜
び、愛、怒り)は、進化的に後の言語機能は、自発的な表現または記述である一方で、システム2、遅い思考、精神神

































































































































































性に関する最近の3巻のものと比較することは興味深いはずです。この表は、S1 と S2 の間の多くの (おそらくすべて













































































感情 メモリ 知覚 欲望 PI * * IA * * * アクション/
語 
原因は* * * * 世界 世界 世界 世界 マインド マインド マインド マインド 
に変更を加える 
 * * * ** 
なし マインド マインド マインド なし 世界 世界 世界 
因果関係自己再帰****** ない はい はい はい ない はい はい はい 
真または偽 
（テスト可能） 
はい 真実のみ 真実のみ 真実のみ はい はい はい はい 
公開テスト 
(COS) 
はい はい/いいえ はい/いいえ ない はい/いいえ はい ない はい 
記精神状態の説明を提供
します 
ない はい はい はい ない ない はい/いいえ はい 
進化的優先事項 5 4 2、3 1 5 3 2 2 
コンテンツを選択できま
す 
はい ない ない ない ない はい はい はい 
自発的スタート はい 
ない  
ない  はい ない  はい・いい
え 
はい はい はい 
認知システム 
******* 
2 1 2/1 1 2/1 2 1 2 
強さの変化 ない はい はい はい はい ない ない ない 




TT HN HN HN TT TT HN HN 
特別な品質 ない はい ない はい ない ない ない ない 
体の一部に局在 ない ない ない はい ない ない ない はい 
身体表現 はい はい ない ない はい はい はい はい 
自己矛盾 ない はい ない ない はい ない ない ない 
自己が必要 
はい はい/いいえ 違います 違います はい 違います 違います 違います 
必要な言語 





















感情 メモリ 知覚 欲望 PI * * IA * * * アクション
/ 
語 
サブリミナル効果 ない はい/ 
ない 




RB A/RB A A A/RB RB RB RB 
状況依存（CD） 
抽象化（A） 
A CD/A CD CD CD/A A CD/A CD/A 
シリアル（S） 
 平行（P） 




A H/A H H H/A A A A 
アクティブが必要 
記憶 
はい ない ない ない ない はい はい はい 
一般的なインテリジェン
ス依存 
はい ない ない ない はい/ 
ない 


































































































































アクション(私は"X"真を作っています) : 演技、 話す , 読む, 書く, 計算, 説得, ショー, 実証, 説得力のある, 試みている, 
試み, 笑う, 演奏, 食べる, 飲む, 泣く, 断定 (記述, 教育, 予測, 報告), 有望な , 作るか、地図を作るか、または使用, 書籍, 図





























も 2 つのタイプの思考 (つまり、2 つの言語ゲームまたは性質動詞 '思考'を使用する方法 ) -部分的な意識 (W) を意識せ




















































この本の彼のプレシスに対するBBSの反応は壊滅的に見える - しかし、特徴的に(Wの1つの言及を除いて) - 彼らもWS
について手がかりがありません。さらに顕著なのは、彼は2012年のように最近多くの参考文献を含んでいるが、
2009年のBBSの記事はそれらの中にはないし、私が思い出すことができる限り、彼はこの本の中でその批判に実質的












































































































































ではありませんでした:それは要件でした。PI p107.そして、もう一度青い本からW - 「哲学者は常に彼らの目の前に
科学の方法を見て、たまらなく科学のように尋ねて答え、誘惑されています。この傾向は形而上学の本当の源であ
り、哲学者を完全な闇へと導く」行動に関するほとんどの本を投げ捨て、WとSを読み直すことに抵抗するのは難し



























ッカーによって書かれた人間性の3、進化サイキック学のハンドブック2nd  Ed、そしてW /S、ハット、DMS、ハッカ
ーらの私のレビューをir賞賛します。最後に、私はWの言語と心の方程式を受け入れ、「心/身体の問題」を「言語/
身体の問題」と見なせば、彼の治療目標を達成するのに役立つかもしれないことを提案します。 
 
